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「
し
ご
と
よ
り
、

い
の
ち
」
過
労
死

等
防
止
啓
発
月
間

の
11
月
に
開
か
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
し
た
。
今

年
も
過
労
死
遺
族

の
声
を
直
接
聞
い
た
。
組
合
員

の
顔
を
思
い
出
す
。
懸
命
、
必

死
と
い
っ
た
言
葉
が
重
な
る
▼

昨
年
、
過
重
労
働
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
苦
し
む
民
間
労
働
者
の

相
談
を
受
け
、
労
組
を
結
成
し

た
。精
神
障
害
で
労
災
申
請
し
、

長
時
間
労
働
と
賃
金
未
払
い
で

労
基
署
に
申
告
し
た
。
結
果
、

労
災
認
定
さ
れ
、
法
人
と
理
事

長
は
労
基
法
違
反
で
起
訴
さ
れ

罰
金
刑
と
な
っ
た
。
令
状
を
手

に
書
類
や
携
帯
電
話
を
押
収
す

る
監
督
官
は
「
か
と
く
」
と
呼

ば
れ
る
過
重
労
働
特
別
捜
査
班

だ
っ
た
。
か
と
く
に
感
謝
す
る

一
方
、
国
家
権
力
の
強
さ
と
怖

さ
も
実
感
し
た
▼
続
い
て
、
公

務
員
の
同
じ
よ
う
な
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
案
で
公
務
災
害
申
請
し

た
。
民
間
と
は
法
律
が
違
い
、

監
督
官
も
お
ら
ず
立
証
責
任
は

全
て
労
働
者
側
に
あ
る
。
認
定

率
は
極
め
て
低
い
。
し
ご
と
よ

り
、
い
の
ち
。
仲
間
と
一
緒
に

闘
う
し
か
な
い
。

３日　県本部囲碁・将棋大会（ひょうご共済会館）
８～９日　自治労2023春闘中央討論集会

（TOC有明）
９日　近畿地連書記会議総会（PLP会館）
10日　自治労地域保健・精神保健セミナー

（東京／ウェブ開催）
12日　県本部組織化重点単組会議（県本部）

当面の日程

　

青
年
部
・
女
性
部
は
11
月
４

日
の
午
前
中
に
青
年
女
性
確
定

決
起
集
会
を
開
催
し
た
。

　

確
定
闘
争
の
学
習
で
は
「
公

務
員
の
賃
金
と
確
定
闘
争
に
つ

い
て
」
森
岡
典
子
女
性
部
書
記

長
が
説
明
。
近
年
の
人
勧
の
状

況
な
ど
を
振
り
返
り
、
今
年
は

若
年
層
の
俸
給
表
は
引
き
上
げ

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
給
与
制
度

改
悪
や
退
職
金
引
き
下
げ
な

ど
、
生
涯
賃
金
は
若
い
人
ほ
ど

大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
な
ど
、
確
定
闘
争
の
意
義

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

決
意
表
明
で
は
須
澤
清
香
さ

ん
（
県
職
労
）
か
ら
「
専
門
職

の
経
験
者
採
用
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
め
ざ
す
取
り
組
み
」、
槙
誠

翔
さ
ん
（
赤
穂
市
労
連
）
よ

り
「
対
面
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
実
施
と
、
た
つ
の
市
労
連
青

女
の
職
場
要
求
」
西
田
祐
樹
さ

ん
（
豊
岡
病
院
労
組
）
か
ら
は

「
処
遇
改
善
手
当
を
全
病
院
に

波
及
、
計
画
的
な
人
員
確
保
を

要
求
に
つ
い
て
」
３
人
が
報
告

と
決
意
を
述
べ
た
。

森岡女性部書記長が説明

市町振興課との交渉概要を説明する尾西書記長
　

山
下
忠
之
県
本
部
委
員
長
は

「
確
定
闘
争
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

取
り
組
み
と
な
る
が
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
き
っ
か

け
に
加
速
し
た
原
油
価
格
の
高

騰
や
、
急
激
な
円
安
の
影
響
で

物
価
は
上
昇
し
、
私
た
ち
の
生

活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
年
の
人
事
院
勧
告
は
改
善
勧

告
で
は
あ
る
が
改
善
範
囲
が
限

定
さ
れ
て
お
り
、
人
勧
実
施
に

プ
ラ
ス
し
て
全
体
の
改
善
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
が
必
要
。
ま

た
、
定
年
引
き
上
げ
も
、
導
入

前
の
最
後
の
ヤ
マ
場
と
な
っ
て

お
り
、
近
隣
単
組
や
先
行
単
組

と
情
報
を
共
有
し
、
賃
金
確
定

闘
争
を
統
一
闘
争
と
し
て
全
力

で
取
り
組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

集
会
で
は
尾
西
亮
太
郎
県
本

部
書
記
長
が
11
月
１
日
に
実
施

し
た
県
市
町
振
興
課
交
渉
に
つ

い
て
「
県
へ
は
法
違
反
を
是
正

す
る
よ
う
強
く
助
言
す
る
よ
う

求
め
た
。
特
に
会
計
年
度
へ
の

人
勧
適
用
に
つ
い
て
は
正
規
同

様
の
取
り
扱
い
を
求
め
、
県
か

ら
は
『
常
勤
職
員
の
取
り
扱
い

に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
が
基

本
』
と
の
回
答
を
引
き
出
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
協
議
結
果
を

単
組
交
渉
で
最
大
限
追
及
し
て

ほ
し
い
」と
概
要
を
説
明
し
た
。

　

最
後
に
井
上
敬
太
さ
ん
（
県

職
労
）、
長
島
孝
昌
さ
ん
（
神

　

県
本
部
は
11
月
４
日
、
神
戸
市
長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
確
定
闘
争
勝
利
に
向
け
た
決
起
集
会

を
開
催
。
統
一
行
動
日
を
11
月
11
日
と
18
日
に
設
定
し
、
２
０
２
２
人
勧
で
出
さ
れ
た
給
料
表
の

改
定
と
一
時
金
０・1
月
増
、
会
計
年
度
へ
の
正
規
同
様
の
取
り
扱
い
を
求
め
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

戸
市
職
労
）、
伊
藤
房
枝
さ
ん

（
尼
崎
嘱
託
労
組
）、
花
野
圭
佑

さ
ん
（
加
東
市
労
連
）、
西
田

祐
樹
さ
ん
（
豊
岡
病
院
労
組
）

の
５
人
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

し
、
単
組
の
交
渉
状
況
を
中
心

に
決
意
表
明
し
、
山
下
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
集
会
を

終
え
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
は
10

月
29
日
、
講
師
に
関
西
大
学
の

高
作
正
博
教
授
を
招
き
「
参
議

院
議
員
選
挙
後
の
憲
法
情
勢
と

わ
た
し
た
ち
の
課
題
」
と
題
し

学
習
会
を
開
催
し
た
。

　

高
作
教
授
は
「
プ
ー
チ
ン
の

主
張
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
歴
史
的
一
体
性
で
あ
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に

つ
い
て
の
反
発
か
ら
侵
攻
が
展

開
さ
れ
、
現
在
の
状
況
と
な
っ講演をする高作教授

て
い
る
。
日
本
で
は
ロ
シ
ア
の

軍
事
侵
攻
を
利
用
し
た
軍
拡
が

進
ん
で
お
り
、
長
距
離
巡
行
ミ

サ
イ
ル
の
購
入
、
護
衛
艦
の
改

修
に
よ
る
空
母
化
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
な
ど
『
戦
争
で

勝
て
る
国
』
へ
と
改
憲
派
は
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
軍
事
力

が
強
ま
る
事
で
、
周
辺
諸
国
を

刺
激
す
る
こ
と
と
な
り
、
緊
張

関
係
が
高
ま
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
る
」
と
講
演
し
た
。

　

ま
た
教
授
は
、
日
本
の
民
主

主
義
が
自
壊
し
て
い
る
こ
と
も

指
摘
。「
個
人
を
つ
な
ぐ
関
係

性
の
消
失
の
た
め
『
個
人
』
か

ら
『
孤
人
』
と
な
っ
て
お
り
、

労
働
組
合
が
身
近
な
存
在
に
変

わ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
連

帯
に
よ
っ
て
、
個
人
の
生
命
や

健
康
、
自
由
、
反
戦
平
和
と
い

う
価
値
観
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

雪崩に注意

吉 田 ノ ボ

　

自
治
労
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
（
近
畿
地
連
）
は
、
11
月
２

日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

京
都
に
お
い
て
、
第
69
回
定
期

総
会
を
開
催
し
、
各
府
県
本
部

か
ら
98
人
、
兵
庫
県
本
部
か
ら

は
16
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
報
告
事
項

と
し
て
、
22
年
度
活
動
報
告
、

22
年
度
決
算
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
23
年
度
活
動
方
針
案
、
23

年
度
一
般
会
計
案
、
ま
た
各
評

議
会
か
ら
１
年
間
の
報
告
と
新

年
度
方
針
な
ど
含
め
、
４
議
案

が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
と
も
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

各
評
議
会
運
動
を
中
心
に
近

畿
が
１
つ
と
な
り
、
さ
ら
な
る

自
治
労
運
動
の
活
性
化
に
向

け
、
中
野
勝
利
議
長
の
発
声
に

よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
総
会

を
閉
会
し
た
。

2022確定闘争勝利
県本部総決起集会

人
勧
完
全
実
施
め
ざ
し
意
思
統
一

会
計
年
度
は
正
規
同
様
の
取
り
扱
い
を
求
め
る

青年部女性部確定決起集会

確定交渉に注力を
特徴的な取り組みを共有

近畿地連総会

近
畿
地
連
に
結
集
し

さ
ら
な
る
運
動
強
化
を

 

訂
正
と
お
詫
び

自
治
ひ
ょ
う
ご
１
６
１
９
号

２
面
選
挙
結
果
記
事
内

（
誤
）谷
正
充
満
→（
正
）谷
正
充

軍
拡
で
は
抑
止
力
に
な
ら
な
い

フォーラム
ひょうご

労
働
組
合
の
変
革
で
運
動
強
化
へ

1年間の方針を確認
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阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
10

月
27
日
、
芦
屋
市
民
会
館
で
第

52
回
総
会
を
開
催
し
た
。
戎
剛

ブ
ロ
ッ
ク
議
長
、
来
賓
の
あ
い

さ
つ
に
引
き
続
き
、
２
０
２
２

年
度
の
報
告
を
承
認
し
２
０
２

３
年
度
活
動
方
針
案
と
会
計
予

算
案
の
提
案
を
行
っ
た
。

　

８
単
組
か
ら
の
発
言
・
補
強

を
踏
ま
え
、
方
針
・
予
算
を
確

立
し
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
で

は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
賃

金
・
一
時
金
の
引
き
上
げ
に
関

し
て
、
基
本
組
織
と
連
携
し
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
を
全

体
で
確
認
し
た
。
発
言
の
概
要

は
次
の
と
お
り
。

【
い
た
み
指
労
】
来
年
４
月
か

ら
の
勤
務
時
間
の
変
更
を
協
議

中
。
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
共

闘
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
。

【
三
田
市
職
労
】
定
年
延
長
に

関
し
て
８
月
に
団
交
、
再
任
用

の
水
準
改
善
を
継
続
協
議
中
。

【
宝
塚
市
職
労
】
定
年
引
上
げ

に
関
し
て
昨
日
大
筋
合
意
。

【
宝
塚
Ｕ
Ｔ
Ｗ
】
雇
用
中
断
の

撤
廃
を
め
ざ
す
。
勉
強
し
て
い

く
。

【
芦
屋
指
導
員
労
組
】
処
遇
改

善
を
芦
屋
は
行
使
し
な
か
っ
た
。

国
に
対
す
る
働
き
か
け
を
要
請
。

【
尼
崎
競
艇
労
組
】
税
適
用
の

変
更
に
伴
う
税
負
担
増
に
つ
い

て
一
定
の
成
果
。
年
末
一
時
金

を
「
実
績
に
基
づ
き
支
給
」
を

全
力
で
取
り
組
む
。

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月
29

日
、
第
52
回
総
会
を
33
単
組
75

人
が
参
加
し
、
姫
路
市
内
で
開

催
し
た
。
22
確
定
闘
争
で
は
、

会
計
年
度
の
一
時
金
や
給
料
表

改
定
な
ど
が
焦
点
と
な
る
こ
と

か
ら
、
正
規
と
非
正
規
が
協
力

し
て
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
さ

を
確
認
し
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
足
立
育
生

議
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
組
合
離
れ
が
加
速
し
て
い

る
。
組
合
員
を
守
る
取
り
組
み

を
大
切
に
し
よ
う
」
と
強
調
。

　

北
川
寿
一
事
務
局
長
が
22
確

定
闘
争
や
定
年
延
長
な
ど
当
面

す
る
た
た
か
い
を
提
起
し
、
各

評
議
会
議
長
か
ら
は
評
議
会
の

経
過
報
告
と
運
動
方
針
の
説
明

を
行
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、「
失
職
し
た
町

長
が
就
任
し
た
期
間
に
50
人
近

い
職
員
が
退
職
し
て
い
る
。
働

き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て
沖

汐
守
彦
さ
ん
の
推
薦
を
決
め

た
」（
太
子
町
職
）、「
会
計
年

度
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
１
０

０
万
人
署
名
を
市
労
連
と
協
力

し
て
取
り
組
み
、
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
確
定
闘
争
も

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
」（
加

東
臨
嘱
労
）
な
ど
９
人
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
。

加
し
、
養
父
市
内
で
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。

　

山
本
陽
一
ブ
ロ
ッ
ク
議
長
は

「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
組

合
活
動
が
で
き
た
。
確
定
・
一

時
金
な
ど
、
当
面
す
る
課
題
を

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
で
は
豊
岡
市
職
労
の
藤

原
敏
也
代
議
員
が
定
年
引
き
上

げ
に
つ
い
て
「
妥
結
は
し
た
も

の
の
引
き
続
き
高
齢
者
部
分
休

業
な
ど
の
継
続
課
題
を
協
議
し

て
い
く
」
と
し
、
香
美
町
職
の

井
口
能
孝
代
議
員
は
「
昨
日
、

町
長
交
渉
を
実
施
。
会
計
年
度

の
給
料
表
改
正
と
一
時
金
に
つ

い
て
当
初
は
引
き
上
げ
し
な
い

と
の
回
答
だ
っ
た
が
、
近
隣
市

の
動
向
を
見
て
継
続
協
議
す
る

こ
と
と
な
っ
た
」
と
単
組
の
取

り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　

す
べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数

で
可
決
・
成
立
し
た
。

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月

11
日
に
代
議
員
な
ど
35
人
が
参

い
」「
何
を
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
に

す
べ
き
か
が
わ
か
っ
た
」「
初
め

て
会
っ
た
人
ば
か
り
だ
っ
た
が
、

模
擬
交
渉
で
一
体
感
が
出
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
交
渉
で
当
局
側
と
な
っ

た
教
宣
委
員
か
ら
は
「
当
局
へ

の
厳
し
い
追
及
も
あ
り
、
な
か

な
か
手
強
い
交
渉
と
感
じ
た
。

様
々
な
法
律
や
条
例
を
理
解
し
、

そ
れ
を
根
拠
に
職
場
改
善
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
」
等
の
感
想
が

出
さ
れ
、
次
回
以
降
に
も
繋
げ

て
い
き
た
い
。

と
題
し
て
、
交
渉
の
心
得
に
つ

い
て
、
新
井
亮
共
済
県
支
部
事

務
局
長
よ
り
、
じ
ち
ろ
う
共
済

を
活
用
し
た
組
合
へ
の
結
集
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

　

参
加
者
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職

場
要
求
に
つ
い
て
当
局
か
ら
回

答
を
受
け
た
設
定
で
、
い
か
に

要
求
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
か
を

討
議
し
、
模
擬
交
渉
に
臨
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の
単

組
で
は
交
渉
の
役
割
分
担
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
」

「
単
組
に
持
ち
帰
っ
て
、
み
ん

な
で
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
し
、
団
結
に
繋
げ
て
い
き
た

　

各
単
組
執
行
部
の
強
化
と
次

世
代
育
成
を
目
的
と
し
た
県
本

部
労
働
学
校
実
践
編
を
11
月
１

日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
開

催
し
13
単
組
27
人
が
参
加
。
交

渉
技
術
に
つ
い
て
模
擬
交
渉
を

中
心
に
、
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
さ

せ
た
。

　

山
下
忠
之
委
員
長
は
「
模
擬

交
渉
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
、
ど
う
実
践
に
活
か
し
て
い

く
の
か
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、

本
日
を
機
会
に
単
組
を
超
え
た

横
の
つ
な
が
り
を
築
い
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

講
義
は
尾
西
亮
太
郎
書
記
長

よ
り
「
労
使
交
渉
の
す
す
め
」戎議長のあいさつ

33単組75人が参加

確定闘争勝利に向け情勢共有

白熱した模擬交渉の様子

労働学校実践編

交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
と
は

模
擬
交
渉
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

阪神淡路ブロック定期総会

基本組織と連携した取り組み強化し
賃金・一時金の引き上げをめざす

但馬丹波ブロック定期総会

確定最終ヤマ場に向けて
情報共有と交渉強化めざす

会
計
年
度
の
処
遇
改
善
に
向
け

正
規・非
正
規
の
協
力
が
不
可
欠

播磨ブロック
定期総会


